
新潟県十日町市
平成30年度ふるさと納税活用事業報告

2018年開催「大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ2018」
アート作品に触れる十日町市の保育園児



雄大な山々と大地をうるおす川の流れに抱かれながら、歴史と文化と産業を育んできた十日町市。

ここには、十日町市を愛し、十日町市の暮らしを楽しむ人たちがいます。

その暮らしのかたち、夢のかたちは、さまざまです。農業の新しい可能性に挑戦する人、地元の

人と親しみながら交流の輪を広げる人、十日町市から全国、世界へと発信する人、伝統を守りな

がら新しいことにチャレンジする人。

子どもたちからお年寄りまでみんなが笑顔で暮らし、それぞれの夢や希望をかなえることのでき

るまち。そんな「選ばれて住み継がれる十日町市」を目指して、市民それぞれのまちづくりがは

じまっています。

十日町市では「とおかまち応援寄附金」として、ふるさと納税をお受けしています。12の使い

途をご用意し、皆様からいただいた寄附金をまちづくりのために大切に活用しています。

ふるさと納税を通じて十日町市を応援してくださる皆様に心より感謝申し上げます。

本冊子では、平成30年度にふるさと納税による寄附金を活用した事業についてご報告いたします。

寄附者様からいただいた寄附金は、

十日町市にて基金「とおかまち応

援基金」に積立を行い12の使い

途ごとに管理されます。その後必

要に応じて各年度に実施する事業

に活用しています。
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“世界最大級の国際芸術祭“を 開催 
     現代アートで地域に新しい価値を 

大地の芸術祭運営事業 31,729,000円活用

【大地の芸術祭の開催や作品管理】

「大地の芸術祭　越後妻有アートトリエンナーレ」は、越後妻有（十日町市・津南町）を舞台に３年に1度

開催している世界最大級の国際芸術祭です。過疎や高齢化に悩む中でアートを媒介として地域に内在す

る価値を掘り起し、その魅力を高めて世界に発信し、地域再生の道筋を築くことを目的としています。

マ・ヤンソン／MADアーキテクツ「Tunnel of Light」（ Photo by Osamu Nakamura）

平成30年度に開催した「大地の芸術祭  越後妻有アートトリエンナーレ2018」では、2000年初開催以降

過去最多となる約54万8千人の国内外からのお客様がこの地を訪れました。大地の芸術祭の開催を通じて、

十日町市への来訪者・移住定住者の増加、地域と都市部との交流を続けることでの持続可能な地域づくりを

展開しています。
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園児が安心して過ごせる保育環境を整備

冬季国体での活躍を期待　
        競技レベル向上をサポート

公立保育所環境整備事業

競技力向上対策事業

1,000,000円活用

500,000円活用

【子育て・教育環境の整備】

【文化芸術・スポーツの振興】

保育園は子どもたちが日々の生活や遊びを

通して共に育ち合う場であり、そのための

環境を整えることはとても重要です。子ど

も達の興味、関心や発達過程に応じた遊具

を購入したり、衛生面や安全面に配慮した

施設備品を購入することで、一人一人の子

どもが安心してのびのびと過ごせる保育環

境を整えています。

地元選手が冬季国体で活躍できる指導体制

や競技水準を確保するため、国体種目と合

致する指定競技クラブに対して各種経費の

支援を行っています。また、十日町市を代

表して北信越大会以上に参加する選手に対

して派遣費を補助することで、選手の経済

的負担の軽減を図り競技力の向上を目指し

ています。

未満児用プールやワイヤレスアンプなど、数多くの遊具や施設備品を購入することができました。緊急度の

高いものから整備するよう取り組みつつ、保育環境の充実が図られています。

平成30年度には295選手の大会派遣費用の補助、指定７団体の強化対象経費負担を実施することができま

した。学校、行政、競技団体、クラブの連携強化を重視し競技力向上に取り組んでいます。
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中高生が地域の産業・企業活動を体験

子どもたちの学校生活をより安全で快適に

まちの産業発見事業

小中学校施設整備事業

400,000円活用

10,000,000円活用

【地域経済の活性化・雇用の確保】

【市長にお任せ】

十日町市内の中高校生を対象に「ふるさと

十日町市を愛し、自立して社会で生きる子

ども」を育成する地域産業・企業体験イベ

ントを実施しています。イベントでは参加

生徒がグループ単位で行動し、企業ブース

で仕事内容の説明を聞いたり実際に仕事を

体験したりします。地域内産業の人材確保

促進につなげることも事業目的のひとつで

す。

十日町市内にある18の小学校施設には60

棟の建物があり、そのうち47棟は築30年

以上です。10校ある中学校施設には33棟

の建物があり、そのうち19棟が築30年以

上です。全ての施設で耐震化工事は完了し

ていますが、老朽化による不具合が生じて

いるため計画的に施設・設備の改修や修繕

を実施しています。

平成30年度は市内35の事業所・団体に参加いただき、中高生に多くの機会を提供することができました。
イベントには保護者も参加をすることができ、生徒が進路を決定する際に地元定着やUターンのきっかけに
なるような取組みとして実施しています。

平成30年度には小学校で35件、中学校で18件の施設改修工事・設備等修繕工事を実施することができまし

た。緊急度・危険度の高い不具合箇所の修繕工事は早期に着手するよう取り組んでいます。
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町内で山積みになった雪処理を支援

“人にやさしいまちづくり“ を目指して
        在宅介護をする方への支援

雪処理助成事業

寝たきり老人等介護手当支給事業

100,000円活用

4,500,000円活用

【道路や住宅の雪対策】

【障がい者・高齢者にやさしいまちづくり】

例年2メートル～4メートルの積雪がある

十日町市ですが、処理した雪の捨て場が無

く道路に雪を山積みにしなければならない

ことがあります。そこで、住民の負担軽減

のために道路に山積みになった雪処理を

行う町内に対する補助金制度を設けていま

す。市道の除雪では手の届かない部分を補

う支援として平成25年度から実施してい

ます。

介護認定で要介護３～５と認定された65

歳以上の高齢者または65歳以上の重度心

身障がい者を在宅で介護している介護者に

対して、月額6,000円の介護手当を支給す

る事業を実施しています。手当による介護

者の慰労や経済的な負担軽減により、在宅

介護をする方を支援するとともに、市内の

在宅介護進展を図っています。

平成30年度は16町内に対して補助を行うことができました。除雪に係る負担を少しでも軽減することで、

冬期間の暮らしの安心確保につなげています。

平成30年度は742名へ手当を支給することができました。（十日町440名、川西115名、中里78名、松代
53名、松之山56名）在宅での介護生活を支援するため、介護手当による経済的な負担軽減に加えて地域包
括支援センターやケアマネジャー等と連絡体制の充実を行っています。

4



農業を始めやすい環境づくりで
                       新規就農者を応援

平成30年度までに11人の支援を行うことができています。新規就農する際の初期的経費の負担軽減を図る

ことで、農業参入しやくなる環境整備を進めています。

「市民のつながりの力」で中心市街地活性化

新規就農総合支援事業

中心市街地にぎわい力アップ事業

2,000,000円活用

5,000,000円活用

【市長にお任せ】

【市長にお任せ】

十日町産魚沼コシヒカリをはじめとした米

や季節毎の豊富な野菜などが収穫される十

日町市では、やる気のある新規参入者の経

営開始を支援するために、新規就農者の農

業機械・農地・資材・施設などの取得費最

大50万円を助成する制度を実施していま

す。支援対象の年齢制限を設けず幅広い年

齢層に活用していただいています。

十日町市民のまちづくり活動や市内外から

の来訪者によるにぎわいの創出により、市

の顔であり市民の拠りどころである中心市

街地の魅力の向上を図っています。事業の

実施に当たっては、地元NPOが主体とな

り、多機能な無料休憩所・案内所の設置や

商店街、地域住民と連携した事業展開でに

ぎわい創出に取り組んでいます。

無料休憩所・案内所年間利用者7,956人、月に一度の商店街イベント「とおか市」参加店舗延べ648店舗、
「花と緑の展示会」来場者数1,258人などにぎわいを見ることができています。十日町市の強みである「市
民のつながりの力」「市民活動」を最大限に活かして、まちなかでの新たな活動の活性化を図っています。
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イタリアの姉妹都市
          “コモ市“との積極的な交流

コモ市国際交流事業 100,000円活用

【国際交流の促進】

料理研修生の相互派遣や、駐日イタリア大

使館主催の世界イタリア料理週間への参加

など十日町市と姉妹都市であるイタリアの

コモ市との間で積極的な交流事業を行って

います。その他にも、きものに関する交流

や青少年交換留学生の派遣、コモ市フォト

コンテスト出品など数多くの取組を実施し

ています。

姉妹都市提携を結んで40年以上が経ちますが、交流事業やイベント開催を通じて十日町・コモ両市民の姉
妹都市に対する理解・認知度が年々高まってきています。行政主導から民間主体の自発的な活動となるよ
う、多くの市民から参加・支援いただける企画となるよう工夫しています。

転入世帯を支援　
    ＵＩターンに優しいまちづくり

定住促進助成事業 5,500,000円活用

【市長にお任せ】

十日町市外から十日町市にＵＩターン（移

住）する世帯を対象とした補助金の制度を

設けています。家族構成や年齢に応じて

10万円～40万円の補助金や、転入後の住

宅取得を最大60万円補助する制度です。

十日町市の ＵＩターン情報を広く発信して

相談体制も整えることで ＵＩターン者に優

しいまちづくりを行っています。

平成30年度は24世帯・91人のＵＩターンを支援することができました。引越しや住居などの経済的負担を

軽減することで、安心してＵＩターンができるまちづくりが進んでいます。
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文化ホール特別公演事業

芸術・文化団体育成事業

2,000,000円活用

500,000円活用

【文化芸術・スポーツの振興】

【文化芸術・スポーツの振興】

十日町市に住む人が多様な芸術・文化に触

れる機会を創出するために、越後妻有文化

ホール・十日町市中央公民館「段十ろう」

で様々なイベント公演を提供しています。

市民の方々に多彩なイベント公演に触れる

ことのできる機会を提供することで、文化

芸術の振興と推進を行っています。

誰もが自由に楽しく学び多様な文化にふれ

あえることを目的として、市内各地域の文

化協会の活動や組織の育成強化と支援を

行っています。市内各地域の文化協会（十

日町市文化協会連合会ほか３団体）へ補助

金制度を設立し各地域の文化協会の育成を

図ることで、市内全域の文化芸術の振興に

寄与します。

平成30年度文化ホール特別公演事業として、「開館１周年記念事業春風亭昇太林家木久扇二人会」の開催
や、「大野雄二＆ルパンティックシックス公演」「東京佼成ウインドオーケストラ公演」など多彩なイベン
ト公演を実施し、数多くの方々から楽しんでいただくことができました。

各団体では、傘下の加盟団体の会員の増加など組織の強化を図り、地域文化の振興に努めています。

地域文化協会の育成を通じた
                        文化芸術の振興

多彩な公演で
    芸術・文化に触れる機会を創出
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「市民が主役のまちづくり」で地域を元気に
【市内NPO法人の支援・地域自治組織の支援】

十日町市へのふるさと納税を通じて市内の「NPO法人」「地域自治組織」を支援することができ、

多くの方にご寄附をいただいています。十日町市内には、約30のNPO法人と13の地域自治組織

があり、住みよい地域づくり等のためにそれぞれの活動を行っています。寄附者様から支援をした

いNPO・地域自治組織を選んでいただき、それぞれの団体に十日町市より「活動を支援する交付

金」として交付しています。

平成30年度には、NPO法人へ16,452,100円、地域自治組織へ4,134,400円をお届けすることが

できました。各団体では寄附者様とのつながりを大切にしながら、都市部や海外との交流促進、文

化スポーツ振興、福祉支援、地域支援などさまざまな活動に取り組んでいます。
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ご寄附と共に多くの皆様から温かいメッセージをいただきました。皆様から頂戴したメッセージの一部を

ご紹介させていただきます。

ふるさと十日町はいつまでも心の拠り所です。市民の明るい笑顔の絶えないふるさとであって欲しいと

切に願います。

祖父母の自宅のある十日町に生まれた頃から30年、毎年通っています。美味しいご飯と美しい信濃川

の風景、優しい心の人びとがいる十日町をずっと応援しています。

十日町に中学時代まで住んでました。今は年１回墓掃除と親戚に会いに松之山温泉に泊まりに行きま

す。いつも私を暖かく迎えてくれる十日町が大好きです。

今年の夏に他界した父の故郷がこれからも美しい里山であり続けられるよう少しばかりですが応援いた

します。

十日町を離れて30年になりますが、やっぱり今でも十日町のことは気になります。

ふるさとのない私にとって十日町市は私のふるさとです。いつ行っても大好き十日町市でいて欲しいです。

夫の実家があり、豪雪地帯の大変さを知っています。名産品も多く、魅力的なところなので頑張ってほ

しいと思っています。

十日町、松代はこのところ毎年訪問しており、第二の故郷のようです。地域が豊かになるよう、少しで

すが、応援します。

へぎ蕎、お米、山の幸、日本酒、新潟県は全て美味しいですよね。スノーボードでも十日町に行くたび

に、美味しい物を満喫しています。

パワフルで素敵な地域の力をみせていただいて、すっかりファンになっております。こどもも老人も皆

が住みやすい地域でありますように。

お米大好きです。いつも美味しいお米をありがとうございます。大変だと思いますが、これからも頑

張ってください。

2018年初めて大地の芸術祭に参加し、とてもよい刺激をもらいました。町おこし的な意味としても意

義のあるイベントだと感じましたので、今後も継続して、また楽しませて頂きたいです。

心温まる応援メッセージをいただきました



THANK YOU
for your support

新潟県十日町市
TOKAMACHI CITY


